
 

地
蔵
さ
ま
縁
結
び 

あ
る
と
き
爺
さ
ま
や
っ
て
き
た 

お
つ
い
で
様
に
や
っ
て
き
た 

孫
に
よ
い
嫁
探
し
て
と
・
・
・ 

あ
る
と
き
婆
さ
ま
や
っ
て
き
た 

お
つ
い
で
様
に
や
っ
て
き
た 

孫
に
よ
い
婿
探
し
て
と
・
・
・ 

お
つ
い
で
地
蔵
は
で
か
け
た
と 

夜
更
け
に
そ
っ
と
で
か
け
た
と 

子
授
け
地
蔵
に
笠
地
蔵 

か
ん
か
ん
地
蔵
に
金
糞
地
蔵 

あ
ご
な
し
地
蔵
に
子
育
て
地
蔵 

と
ん
と
ん
み
ん
な
集
ま
っ
た 

八
幡
さ
ま
に
集
ま
っ
た 

ふ
む
ふ
む
こ
れ
こ
れ
こ
ん
な
訳 

お
つ
い
で
地
蔵
は
い
っ
た
と
さ 

お
地
蔵
た
ち
は
い
っ
た
と
さ 

八
幡
様
に
聞
く
が
い
い 

八
幡
様
は
い
っ
た
と
さ 

春
の
良
き
日
に
逢
わ
せ
ま
し
ょ
う 

二
人
は
め
で
た
く
結
ば
れ
て 

元
気
な
子
供
を
授
か
っ
た 

爺
さ
ま
婆
さ
ま
慶
ん
だ 

お
地
蔵
さ
ま
も
慶
ん
だ 

   

  
 

 

あ
ご
な
し
地
蔵 

お
つ
い
で
地
蔵 

子
育
地
蔵 

 

か
ん
か
ん
地
蔵 

 

金
糞
地
蔵 

子
授
け
地
蔵 

笠 

地 

蔵 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
の
北
口
か
ら
高
尾
街
道
を

蛇
行
し
な
が
ら
石
神
坂
ま
で
約
六
㎞
の
行

程
で
、
平
安
後
期
か
ら
中
世
の
終
わ
り
頃

ま
で
伝
承
伝
説
が
残
る
散
歩
道
で
あ
る
。 

 

廿
里
の
古
戦
場
か
ら
多
摩
森
林
科
学
園
、

笠
地
蔵
で
有
名
な
妙
観
寺
へ
。
御
霊
谷
川

沿
い
に
あ
る
権
五
郎
伝
説
の
神
社
か
ら
戻

っ
て
、
梶
原
景
時
が
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
を

分
祠
勧
請
し
た
八
幡
神
社
へ
。
こ
の
周
辺

は
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。
更
に
南
へ
高
尾
街

道
を
横
切
り
、
鎌
倉
古
道
を
歩
き
城
山
川

へ
。
昔
、
刀
匠
の
町
だ
っ
た
鍛
冶
屋
敷
に

出
る
。 

 

金
糞
地
蔵
を
拝
ん
で
か
ら
北
へ
、
下
原

刀
「
市
史
跡
武
蔵
太
郎
安
國
鍛
刀
之
地
」

の
碑
を
見
る
。
高
速
道
路
を
潜
り
、
東
へ

古
道
を
行
く
と
山
本
家
墓
地
内
に
出
る
。

そ
こ
に
は
安
国
の
墓
が
あ
る
。
こ
こ
も
見

ど
こ
ろ
の
一
つ
。
そ
し
て
、
お
女
郎
塚
と

言
わ
れ
る
石
碑
と
桜
の
木
を
愛
で
て
か
ら

ま
た
高
尾
街
道
に
戻
る
。
お
つ
い
で
地
蔵

に
お
参
り
し
て
、
今
回
の
散
歩
を
終
わ
る
。 

八
王
子
の
由
来
と 

 
 

 
 

華
厳
菩
薩
妙
行 

 

北
条
氏
照
主
従
の
墓
地
の
前
に
は
、
昔 

観
音
堂
が
あ
っ
た(

元
八
王
子
町
三
丁
目)

。 

今
は
宗
関
寺
（
前
身
は
牛
頭
山
神
護
寺
）

で
背
後
丘
上
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
地
を 

華
厳
谷
戸
と
い
い
、
土
地
の
人
は
こ
れ
を

ゲ
ー
ガ
ヤ
ト
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
深
沢
山
（
八

王
子
城
、
城
山
）
山
頂
の
岩
屋
で
妙
行
が

修
業
中
、
岩
屋
の
上
か
ら
一
匹
の
大
蛇
が

下
り
て
き
て
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
眠
っ
て

し
ま
っ
た
。
此
態
に
妙
行
「
汝
、
何
物
な

れ
ば
予
の
行
を
邪
魔
す
る
ぞ
ー
醒
よ
ッ

ー
」
と
手
に
持
っ
て
い
た
念
珠
で
そ
の
頭

を
打
つ
と
大
蛇
の
姿
は
忽
然
と
し
て
消
え

去
り
、
そ
の
処
に
は
八
人
の
童
子
を
携
え

た
白
髪
童
顔
の
神
人
が
現
れ
「
吾
は
牛
頭

天
王
、
伴
う
者
は
五
男
三
女
の
八
王
子
で

あ
る
。
之
を
祀
ら
ば
永
く
こ
の
地
の
守
護

神
と
な
ら
ん
ー
」
と
告
げ
給
う
と
見
る
間

に
そ
の
姿
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。 

妙
行
は
、
告
の
如
く
祠
を
建
て
祀
っ
た
の

が
八
王
子
権
現
の
始
ま
り
で
あ
る
。
延
喜

十
六
年
（
九
一
六
）
四
月
十
五
日
妙
行
五

十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。 

天
慶
二
年
（
九
三
九
）
、
妙
行
の
功
績
が
都

の
朱
雀
天
皇
の
耳
に
届
き
、
「
華
厳
菩
薩
」

の
称
号
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
寺
名
も

「
牛
頭
山
神
護
寺
」
と
改
め
ら
れ
、
後
に 

 

八
王
子
と
な
っ
た
。 

牛
頭
天
王
は
、
イ
ン
ド
の
釈
迦
の
生
誕

地
に
因
む
祇
園
精
舎
の
守
護
神
と
さ
れ
、

神
仏
習
合
で
は
薬
師
如
来
の
垂
迹
で
あ
る

と
と
も
に
、
ス
サ
ノ
ウ
の
本
地
と
さ
れ
た
。 

 

除
疫
神 

と
し
て
京
都 

の
八
坂
神
社 

な
ど
に
祀
ら 

れ
て
い
る
。 

頭
上
に
牛 

の
頭
を
持 

つ
忿
怒
相 

に
表
わ
さ 

れ
る
。 

八王子城跡 



2 
 

①
廿
里

と

ど

り

古
戦
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

廿
里
町
一 

 

Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
か
ら
北
に
進
み
、「
多
摩
森 

林
科
学
園
」
に
続
く
山
や
南
浅
川
の
川
原

一
帯
が
古
戦
場
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。 

 

「
武
蔵
名
所
図
会
」
に
よ
れ
ば
、「
鳥
取

古
戦
場
、
今
は
十
十
里
と
書
く
な
り
」
と

あ
る
。
八
王
子
市
指
定
史
跡
の
説
明
板
を

引
用
す
る
と
、
永
禄
十
二
年(

一
五
六
九)

十
月
一
日
、
武
田
信
玄
の
武
将
小
山
田 

信
茂
と
北
条
氏
照
の
重
臣
横
地
監
物
の
軍

団
が
激
戦
を
交
わ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

こ
の
年
信
玄
は
、
北
条
氏
康
の
小
田
原 

城
を
攻
め
落
と
そ
う
と
し
て
甲
州
を
出
発 

し
た
。
碓
氷
峠
を
越
え
武
蔵
の
北
条
氏
の

諸
城
を
次
々
と
攻
略
し
な
が
ら
南
下
し
、

拠
点
の
滝
山
城
に
迫
り
、
そ
し
て
拝
島
の

大
日
堂
に
布
陣
す
る
。
一
方
の
別
働
隊
、

小
山
田
信
茂
は
小
仏
峠
を
越
え
て
滝
山
城

へ
と
軍
を
進
め
た
。 

 

急
報
に
よ
り
北
条
氏
照
の
命
を
受
け
た 

横
地
監
物
や
中
山
勘
解
由
、
布
施
出
羽
守

は
、
三
百
余
騎
と
雑
兵
二
千
余
の
軍
勢
で

鳥
取
山
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
小
山
田
勢

は
、
既
に
陣
構
え
を
終
え
、
兵
を
五
手
に

分
け
て
山
上
部
か
ら
鉄
砲
や
弓
矢
で
攻
め

た
て
、
後
手
に
な
っ
た
北
条
勢
は
も
ろ
く

も
滝
山
城
へ
敗
走
し
た
。
小
山
田
勢
は
こ

の
戦
い
で
、
首
級
を
二
百
五
十
一
も
挙
げ

た
。 「

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
は
、「
合
戦

の
時
の
頸
塚
な
り
。
大
き
さ
二
間
四
方
、

塚
上
に
榎
一
株
あ
り
十
十
里
山
の
続
き
な

り
」
と
、
供
養
塚
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。 

 
こ
の
合
戦
の
狙
い
は
、
小
田
原
城
侵
攻

と
い
う
本
来
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、

別
の
出
城
を
攻
め
、
あ
た
か
も
キ
ツ
ツ
キ

が
く
ち
ば
し
で
木
を
つ
つ
き
、
獲
物
を
お

び
き
出
す
戦
法
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
き
つ
つ
き
戦
法
」
と
い
わ
れ
た
。 

 

又
、
廿
里
と
は
、「
秩
父
へ
十
里
、
鎌
倉

へ
も
十
里
隔
て
る
と
の
事
に
由
来
す
る
」

と
い
う
説
が
あ
る
の
で
、
鎌
倉
古
道
が
往

還
し
て
い
た
道
と
思
わ
れ
る
。 

「
自
然
と
史
跡
の
探
訪
ガ
イ
ド
高
尾
駅
界
隈
」
よ
り 

                       

南浅川橋から見た廿里山 廿里古戦場跡 
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写
真
（
廿
里
古
戦
場
合
戦
の
図
）
１ 

 

（
八
王
子
市
文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
） 

 

②
多
摩
森
林
科
学
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

廿
里
町 

 

三
多
摩
各
市
町
村
の
「
花
と
木
」
を
見

る
と
、
八
王
子
市
は
「
山
百
合
と
銀
否
」
、 

青
梅
市
は
「
梅
と
杉
」
、
府
中
市
は
「
梅
と

欅
」
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
い
る
が
、
日
本

人
に
多
く
愛
さ
れ
て
い
る
「
桜
」
を
指
定 

し
て
い
る
市
町
村
は
、
小
金
井
市
（
多
摩

市
は
山
桜
）
た
だ
一
市
だ
け
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
八
王
子
市
に
お
い
て
は
、 

「
花
見
と
い
え
ば
富
士
森
公
園
の
桜
」
と 

よ
く
い
わ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
年
頃 

か
ら
は
「
高
尾
の
林
業
試
験
場
の
桜
」
が 

「
桜
の
名
所
」
と
し
て
広
く
市
民
の
口
の 

端
に
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桜
の
種
類

の
多
さ
と
、
花
の
下
の
散
策
が
楽
し
め
る

か
ら
か
。 

 

か
つ
て
の
林
業
試
験
場
は
現
在
森
林
総
合

研
究
所
の
「
多
摩
森
林
科
学
園
」
と
な
っ
て

い
る
。 

「
自
然
と
史
跡
の
探
訪
ガ
イ
ド
高
尾
駅
界
隈
」
よ
り 

  
●
多
摩
森
林
科
学
園
の
沿
革 

 

当
園
の
場
所
は
、
四
百
年
前
、
小
田
原

北
条
氏
と
甲
斐
の
武
田
氏
が
、
熾
烈
を
極

め
る
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
古
戦
場
で
あ
る
。 

 
 

八
王
子
城
落
城
後
は
江
戸
幕
府
直
轄
地

と
変
わ
り
、
当
時
の
代
官
江
川
太
郎
左
衛

門
が
植
え
た
と
伝
わ
る
「
江
川
檜
」
が
残

さ
れ
て
い
る
。 

 

明
治
時
代
に
は
宮
内
省
管
轄
と
な
り
、 

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
帝
室
林
野
管

理
局
林
業
試
験
場
と
な
っ
た
。
戦
後
は
農

林
省
に
移
管
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五

七
）
林
業
試
験
場
浅
川
実
験
林
と
改
称
、

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
は
森
林

総
合
研
究
所
の
「
多
摩
森
林
科
学
園
」
と

な
っ
た
。
広
く
市
民
や
研
究
者
等
に
公
開

し
、
森
林
環
境
教
育
の
場
と
し
て
動
植
物

の
保
全
や
生
態
系
の
研
究
な
ど
を
進
め
な

が
ら
、
都
市
近
郊
の
自
然
保
護
に
努
め
て

い
る
。 

「
自
然
と
史
跡
の
探
訪
ガ
イ
ド
高
尾
駅
界
隈
」
よ
り 

            

森の科学館 
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③
霊
慶
山
慈
根
院

妙
観
寺 

 
 

 
 

 
 

元
八
王
子
町
三
丁
目 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

本
尊 

不
動
明
王 

寺
宝 

笠
地
蔵 

開
山 

妙
誉
（
寂
年
不
明
） 

開
創 

応
仁
二
年
（
一
四
六
八
） 

 

開
山
は
妙
誉
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
天
文 

三
年
（
一
五
三
四
）
多
門
坊
が
中
興
し
、 

西
明
寺
の
円
澄
が
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

本
堂
を
再
建
し
た
。
昭
和
十
六
年
火
災
に

よ
り
本
堂
を
焼
失
、
戦
時
中
の
資
材
不
足

の
時
節
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
山
二
十
六

世
範
俊
が
再
建
。
歳
月
を
経
て
堂
宇
の
傷

み
が
増
し
た
昭
和
六
十
年
、
当
山
二
十
九

世
隆
俊
が
再
建
立
し
、
現
在
に
至
る
。 

      

●
笠
地
蔵 

 

境
内
に
は
、
右
か
ら
阿
弥
陀
如
来
、
釈

迦
如
来
、
地
蔵
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

此
の
地
蔵
尊
が
笠
地
蔵
と
呼
ば
れ
、
当
山

先
住
法
養
房
實
圓
法
印
が
十
万
有
縁
の
喜

拾
を
募
り
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
よ

り
同
五
年
に
か
け
て
造
立
。
五
重
石
塔
も

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
一
月
造
立
し

た
も
の
で
あ
る
。 

 

實
圓
法
印
は
武
州
多
摩
郡
二
分
方
村
柳

沢
の
人
で
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
） 

十
月
に
は
師
岡
忠
助
美
寛
鋳
造
の
梵
鐘
を

作
る
な
ど
、
当
寺
の
興
隆
に
功
あ
り
、
有

徳
の
住
僧
で
あ
っ
た
。
安
政
二
年
（
一
八

五
五
）
九
月
十
日
塔
下
に
入
寂
と
伝
わ
る
。 

  
 

●
歯
吹

は

ぶ

き

如
来 

妙
観
寺
は
古
く
は
明
観
寺
と
も
称
せ
ら

れ
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
と
い
わ
れ
て
い

た
。
ま
た
旧
本
尊
は
八
王
子
市
大
横
町
極

楽
寺
の
「
歯
吹
如
来
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

                       

妙 観 寺 笠 地 蔵 

歯吹如来 
極楽寺（八王子市） 
歯を見せて微笑みを
たたえている. 
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④
八
王
子
薬
師
堂 

 

こ
の
堂
は
薬
師
如
来
を
安
置
し
て
お

り
、
眼
疾
に
霊
験
が
あ
り
地
元
の
信
者
な

ど
に
尊
崇
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
供
好

き
の
薬
師
様
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

北
条
家
臣
だ
っ
た
平
家
一
門
の
常
盤
小

六
郎
平
盛
時
が
、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八

～
六
九
）
こ
の
地
に
勧
請
し
た
と
い
う
。 

 

以
前
は
宮
の
前
か
ら
中
宿
に
通
ず
る
道

路
の
脇
に
あ
っ
た
が
、
中
央
高
速
道
路
関

係
の
改
修
工
事
の
た
め
現
在
は
東
京
霊
園 

に
移
動
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

           

                       

⑤
カ
ン
カ
ン
地
蔵 

 

城
山
川
と
御
霊
谷
川
の
合
流
か
ら
西
へ

少
し
行
く
と
左
側
に
地
蔵
二
体
と
石
灯
籠 

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
左
の
地
蔵
は
年
代

不
明
だ
が
、
左
の
舟
型
地
蔵
が
「
カ
ン
カ
ン

地
蔵
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
地
蔵
に
は
、
無
数

の
穴
傷
が
残
っ
て
い
る
。 

 

古
老
の
話
に
よ
る
と
、
体
の
痛
い
と
こ

ろ
を
と
が
っ
た
石
で
叩
け
ば
痛
み
が
和
ら

ぐ
と
い
わ
れ
、
そ
の
叩
く
音
が
カ
ン
カ
ン

と
す
る
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。 

中
央
の
座
像
に
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五

九
）
の
銘
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
ン
カ

ン
地
蔵
は
昔
ば
な
し
で
有
名
で
あ
る
。 

 

 
 

 
        

旧 八王子薬師堂 

新 薬師堂(東京霊園) 
 

新薬師堂内部 

カンカン地蔵 
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⑥
御
霊
明
神
社 

元
八
王
子
三
丁
目 

勧
請 

梶
原
景
時 

祭
神 

鎌
倉
権
五
郎
景
政 

創
建 

建
久
年
間
（
一
一
九
〇
～
九
九
） 

例
祭 

八
月 

 

御
霊
明
神
社
は
、
梶
原
景
時
が
八
幡
宮
を

勧
請
し
た
時
、
共
に
勧
請
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。 

 

景
政
は
景
時
の
遠
祖
で
、
景
時
の
母
は
横

山
氏
の
出
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
縁
故
で
あ

ろ
う
と
い
う
。 

 

景
政
は
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
九
月
三

日
僅
か
十
六
才
で
奥
州
征
伐
へ
。
途
次
金
沢

の
柵
で
敵
の
矢
が
景
政
の
右
眼
に
刺
さ
る

が
、
怯
む
こ
と
な
く
敵
陣
へ
討
っ
て
出
た
猛

将
で
あ
っ
た
。 

 

昔
ば
な
し
と
し
て
、
御
霊
明
神
社
の
傍
ら

を
流
れ
る
川
の
魚
は
右
眼
が
な
い
と
か
、
ま

た
ク
ツ
ワ
ム
シ
が
騒
が
し
く
鳴
い
て
い
て

敵
の
接
近
に
気
が
つ
か
ず
、
不
覚
に
も
眼
を

打
ち
貫
か
れ
た
と
か
。
そ
の
為
景
政
が
ク
ツ

ワ
ム
シ
を
憎
み
、
今
で
も
こ
の
近
く
に
は
ク
ツ

ワ
ム
シ
が
い
な
い
な
ど
、
景
政
が
崇
拝
さ
れ
て

い
た
証
か
、
い
ま
な
お
伝
説
や
昔
ば
な
し
と
し

て
残
っ
て
い
る
。 

                    

                        
御霊明神社 

地 蔵 尊 

御霊谷川 

子 授 石 
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⑦
八
幡
宮
下
の
常
盤
塚 

 
 

 
 

 
 
 
 

元
八
王
子
三
丁
目 

「
武
蔵
名
所
図
会
」
に
元
八
王
子
三
丁
目

の
常
盤
塚
の
事
が
数
行
記
載
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
「
北
条
の
臣
、
常
盤
小
六
郎
平
盛

時
と
い
う
も
の
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九

〇
）
六
月
二
十
三
日
に
討
死
す
。
そ
の
身

体
を
埋
め
た
る
塚
な
り
。
こ
の
人
は
相
州

下
川
尻
（
相
模
原
市
）
の
辺
り
に
住
せ
し

と
云
。
子
孫
民
間
に
入
り
、
こ
の
地
も
荒

廃
の
野
と
な
り
し
か
ば
、
文
禄
（
一
五
九

二
～
九
六
）
の
頃
こ
こ
に
子
孫
移
住
す
と

云
。
」
と
の
記
載
で
あ
る
。 

常
盤
家
の
十
四
代
目
、
常
盤
聖
一
氏
は
、 

「
子
供
の
頃
、
祖
父
泰
造
が
作
物
を
作
る

た
め
、
塚
を
削
り
平
ら
に
し
た
が
遺
骨
な

ど
は
出
な
か
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
」
と

い
い
、
塚
の
高
さ
、
長
さ
な
ど
は
解
ら
な
い
。 

 

「
雨
が
降
っ
た
あ
と
庭
に
で
る
と
古
銭

が
よ
く
出
て
い
た
。
塚
を
壊
し
た
時
、
土

の
中
に
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
、
現
在
も
七

十
個
以
上
の
小
銭
を
保
管
し
て
い
る
が
朝

鮮
の
も
の
と
思
わ
れ
る
小
銭
が
多
い
。 

 

現
在
、
塚
の
有
っ
た
場
所
に
は
、
祖
父

の
手
で
造
ら
れ
た
墓
石
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
墓
石
の
内
容
は
祖
先
の
墓
と
し
て
、 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
六
月
に
討
死

し
た
初
代
と
二
代
の
墓
石
と
し
て
、
三
方

向
（
西
・
南
・
北
）
か
ら
お
参
り
で
き
る

か
た
ち
で
普
通
の
墓
石
と
は
違
う
。
」 

 

歴
史
好
き
の
主
人
は
続
け
て
、「
こ
の
付

近
は
（
常
盤
家
の
敷
地
）
鎌
倉
古
道
で
、

塚
と
い
う
よ
り
道
し
る
べ
の
石
碑
や
旅
の

安
全
な
ど
を
願
う
祠
な
ど
が
、
土
を
高
く

盛
り
上
げ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
で
は

な
い
か
」
と
も
語
っ
た
。
又
、「
常
盤
家
は

信
州
（
長
野
県
）
の
常
盤
邑
か
ら
出
て
き

た
と
い
う
が
、
四
家
の
常
盤
系
図
と
は
合

わ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
い
つ
の
時
代
に
千
人

同
心
に
加
わ
っ
た
の
か
、
そ
れ
も
こ
れ
か
ら
の

研
究
課
題
」
と
話
し
て
い
た
。 

      

                       

韓 国 銭 三面拝墓（常盤塚） 
 

【
墓
石
戒
名
】 

 

元
祖
は
正
面   
廓□

不
味
居
士
之
墓 

 

二
代
は
右
側
面 
湛
凉
定
池
禅
尼 

 

三
代
は
左
側
面 

白
室
妙
雲
大
姉 
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⑧
八
幡
神
社 

 
 

 
 

 
 
 
 

元
八
王
子
三
丁
目 

勧
請 

梶
原
景
時 

祭
神 

應
神
天
皇 

社
宝 

梶
原
景
時
勧
請
の
棟
札
等
多
数
・ 

鍔
口
・
青
銅
製
横
書
扁
額
「
八
王 

子
」
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
） 

創
建 

建
久
二
年
（
一
一
九
一
） 

例
祭 

四
月
第
三
日
曜
日 

 

こ
の
八
幡
神
社
は
、
旧
郷
社
梶
原
八
幡

宮
と
も
い
い
、
景
時
が
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡

宮
の
旧
神
像
（
甲
冑
馬
上
木
像
）
を
源
頼

朝
よ
り
拝
領
し
、
所
領
の
こ
の
地
に
勧
請

し
た
と
い
う
。 

 

社
伝
に
よ
る
と
寛
政
四
年
（
一
四
六
三
）

十
月
に
梶
原
家
景
、
文
明
十
七
年
（
一
四

八
五
）
十
月
梶
原
賢
孝
が
そ
れ
ぞ
れ
社
殿

を
再
建
し
て
い
る
。 
 

 

 

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
）
十
一
月
、

北
条
氏
照
よ
り
社
領
十
石
の
朱
印
を
与
え

ら
れ
、
往
事
は
真
言
宗
西
明
寺
の
管
理
下

に
あ
た
っ
た
。 

 

 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
よ
る
と
、

鐘
楼
、
阿
弥
陀
堂
、
四
座
合
殿
社
が
あ
っ

た
。
現
在
は
明
神
社
、
天
神
社
、
稲
荷
社
、 

機
神
社
、
荒
神
社
の
末
社
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
五

月
二
十
八
日
多
西
郡
由
井
領
横
川
八
幡
宮

と
記
す
鍔
口
が
あ
り
、
古
く
は
当
地
が
横

川
村
に
属
し
て
い
た
か
、
横
川
八
幡
宮
の

鍔
口
が
当
地
に
移
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。 

              

                        

八幡神社 

八幡神社鳥居 

御 朱 印 
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●
神
木
梶
原
杉 

八
幡
神
社
参
道
に
、
建
久
二
年
（
一
一

九
一
）
梶
原
景
時
が
源
頼
朝
の
命
に
よ
り
、

鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
を
こ
の
地
に
勧
請
し
た

時
に
植
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

高
さ
三
十
ｍ
、
目
通
り
幹
囲
十
二
ｍ
の

巨
木
で
、
都
内
随
一
の
大
杉
と
い
わ
れ
、

樹
齢
約
八
百
年
。
こ
の
梶
原
杉
は
明
治
と

昭
和
に
二
度
の
火
災
に
あ
っ
て
い
る
。 

地
上
か
ら
十
ｍ
位
の
枝
が
下
向
き
に
垂

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
逆
さ
杉
」
と
も
い

わ
れ
、
景
時
が
土
に
さ
し
た
枝
か
ら
芽
を

吹
い
て
き
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。 

長
い
間
神
木
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
四
十
七
年
枯
死
。
現
在
根
株
の
部
分

を
保
存
。
輪
切
り
の
一
部
は
稲
山
小
学
校

（
廃
校
）
に
一
時
保
存
さ
れ
て
い
た
。
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
の
東
京
府
標

識
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た 

                 

●
常
夜
燈 

 

八
幡
神
社
境
内
に
最
近
復
元
さ
れ
た
大

き
な
灯
篭
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
八
王
子
一

丁
目
の
通
称
出
口
の
道
路
中
央
に
、
大
正

四
年
（
一
九
一
五
）
十
一
月
御
大
典
を
記

念
し
て
地
元
の
人
達
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。 

 

こ
の
灯
籠
は
、
八
王
子
神
社
や
八
幡
神

社
の
御
神
燈
で
あ
り
、
道
標
も
兼
ね
て
い

た
が
、
道
路
拡
幅
に
よ
り
何
度
か
移
転
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

  

灯
篭
に
は 

八
王
子
神
社 

氏
子
中 

恩
方
川
口
方
面 

八
王
子
横
山
村
方
面 

恩
方
浅
川
方
面 

大
正
四
年
十
一
月 

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

       
現在の梶原杉の切株 

以前の梶原杉 

以前の元八王子
一丁目の灯籠 

復元された灯籠 
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⑨
慈
根
寺
・
西
明
寺
跡 

元
八
王
子
三
丁
目 

元
八
王
子
の
八
幡
宮
領
域
北
に
、
修
験

道
と
思
わ
れ
る
慈
根
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ

た
こ
と
が
八
幡
宮
の
棟
札
か
ら
見
ら
れ
る
。 

 

創
建
年
次
は
不
明
だ
が
、
正
暦
年
間
（
九

九
〇
～
九
九
五
）
以
前
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

又
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
梶
原
景
時
に

よ
り
八
幡
宮
を
勧
請
し
、
そ
の
時
に
別
当

寺
と
な
り
、
こ
の
頃
に
邑
（
村
）
の
地
名
が
慈

根
寺
村
と
改
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

慈
根
寺
村
に
儀
海
と
い
う
名
僧
が
現
れ
、

嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
か
ら
応
長
元
年 

（
一
三
一
一
）
に
か
け
て
、
慈
根
寺
に
止

住
し
て
経
文
を
書
写
し
て
い
る
記
録
が
あ
る
。 

 

そ
の
後
慈
根
寺
は
鎌
倉
時
代
末
期
（
一

三
〇
〇
）
頃
衰
退
し
た
が
、
西
明
寺
と
し

て
再
建
さ
れ
、
明
治
初
年
ま
で
続
い
た
後
、

廃
仏
希
釈
で
廃
寺
と
な
っ
た
。 

 
 

 

そ
し
て
、
昭
和
四
十
年
代
始
め
、
高
速

道
路
建
設
に
よ
り
廃
寺
跡
も
完
全
に
消
え

た
。 

             
⑩
神
道
墓
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

元
八
王
子
三
丁
目 

元
八
王
子
の
八
幡
宮
の
裏
に
中
央
高
速

道
路
が
通
っ
て
い
る
。
道
路
上
に
架
け
ら

れ
た
橋
を
渡
っ
て
、
八
王
子
唯
一
の
神
道

墓
地
に
入
る
。 

八
幡
宮
の
墓
地
は
神
職
の
梶
原
氏
の
墓
地

で
、
地
域
の
神
道
の
家
族
が
眠
っ
て
い
る
。 

 

神
道
で
は
焼
香
は
行
わ
な
い
の
で
香
炉

は
無
く
、
玉
串
を
捧
げ
る
「
八
足
台
」
が

あ
る
。 

墓
石
は
細
長
の
角
柱
型
で
三
種
の
神
器
の

一
つ
の
天
叢
雲
剣
（
あ
め
の
む
ら
く
も
の

つ
る
ぎ
）
を
表
し
て
お
り
、
頂
上
部
は
「
四

角
錐
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

神
道
に
は
戒
名
は
無
く
、
墓
石
に
「
○

○
家
之
奥
津
城
（
お
く
つ
き
）
」
と
刻
ま
れ

る
か
、
又
は
奥
城
（
お
く
き
）
と
も
刻
ま

れ
る
。
墓
標
に
は
、
成
人
男
性
の
場
合
は

「
○
○
大
人
（
う
し
）
命
之
奥
津
城
」
、
成

人
女
性
の
場
合
は
「
○
○
刀
自
（
と
じ
）

命
之
奥
津
城
」
と
黒
墨
で
書
か
れ
る
。 

戒
名
が
無
い
の
で
姓
名
の
下
に
「
之
霊
」

「
命
」
「
命
霊
」
「
霊
位
」
の
霊
璽
（
れ
い

じ
）
が
つ
け
ら
れ
る
。 

 

成
人
大
人
（
う
し
）
以
外
は
「
若
子
（
わ
か

こ
）
」
「
童
子
（
わ
ら
こ
）
」
「
郎
子
（
い
ら
つ
こ
）
」

「
彦
」
「
老
叟
（
お
お
お
き
な
）
」
「
翁
」
「
大
」

「
君
」
「
命
」
「
尊
」
と
付
け
ら
れ
る
。 

 

成
人
刀
自
（
と
じ
）
以
外
は
「
童
女
（
わ

ら
め
）
」「
郎
女
（
い
ら
つ
め
）
」「
大
刀
自
」

「
媼
（
お
お
な
）
」
「
大
媼
」
「
姫
」
「
媛
」

と
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
死
亡
年
齢
や
業
績

に
応
じ
た
呼
称
が
贈
ら
れ
る
事
も
あ
る
。 

慈根寺跡・西明神跡 
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奥
都
城
（
奥
津
城
）
の
「
奥
」
は
奥
深

い
意
の
奥
や
、
置
く
を
意
味
す
る
。 

「
都
」・「
津
」
は
上
代
の
格
助
詞
「
つ
」 

に
当
て
た
万
葉
仮
名
で
、
「
～
の
」
の
意
。 

「
都
」
は
神
官
・
氏
子
な
ど
を
勤
め
た

人
の
墓
に
使
わ
れ
る
。 

「
津
」
は
一
般
信
徒
の
墓
に
使
わ
れ
る
。

又
、
先
祖
に
神
官
・
氏
子
の
役
に
従
事
し

た
人
が
い
る
場
合
は
「
都
」
が
使
わ
れ
る

事
も
あ
る
。 

「
城
」
は
棚
・
壁
な
ど
四
辺
を
取
り
囲
ん

だ
一
郭
の
場
所
を
表
す
意
味
で
、
一
般
に

柩
を
置
く
場
所
と
い
わ
れ
る
。 

お
参
り
は
、 

焼
香
や
線
香
は
用

い
ず
。
榊
や
枝
に

紙
垂
を
つ
け
た
玉

串
を
奉
奠
す
る
。 

榊
・
米
・
塩
・
水
・
酒

や
故
人
が
生
前
に 

好
ん
だ
食
べ
物
や

花
な
ど
を
捧
げ
る
。 

⑪
陵
域
内
に
残
る 

 
 

 
 

鎌
倉
古
道
と
太
夫
坂 

多
摩
・
武
蔵
御
陵
内 

 

元
八
王
子
三
丁
目
の
八
幡
神
社
前
か
ら

高
尾
街
道
を
挟
ん
で
南
に
城
山
川
が
流
れ
、 

八
王
子
城
全
盛
時
代
に
は
、
南
八
日
市
と

呼
ば
れ
遊
女
街
が
あ
っ
た
。
そ
の
街
の
中

を
鎌
倉
古
道
が
通
じ
て
い
た
。
城
山
川
を

渡
り
、
中
郷
（
長
房
町
）
の
石
平
道
人
遺

跡
麓
（
現
在
御
陵
の
中
）
を
通
り
、
御
陵

広
場
を
出
て
南
浅
川
を
渡
り
、
そ
し
て
鎌

倉
方
面
に
向
か
っ
て
い
た
。 

 

太
夫
坂
と
は
、
「
武
蔵
名
勝
図
会
」
の
長

房
村
の
項
に
、
「
元
八
王
子
村
八
幡
森
の
前

へ
出
る
相
州
（
鎌
倉
）
古
道
あ
り
、
太
夫
坂
と

い
う
坂
が
あ
り
習
合
神
道
を
業
と
し
て
古

く
こ
の
村
に
住
む
者
の
辺
の
坂
ゆ
え
、
斯
く

は
号
を
す
由
。
こ
の
辺
に
四
軒
あ
り
」
と
あ

る
。
元
八
王
子
村
の
項
に
は
「
・
・
当
所

の
八
幡
宮
の
下
の
方
へ
出
て
、
そ
れ
よ
り

八
幡
宮
の
社
地
よ
り
西
の
方
を
通
り
隣
村

の
川
村
の
西
へ
か
か
り
、
下
恩
方
の
河
原

宿
に
出
る
道
な
り
。
」
と
あ
り
鎌
倉
古
道
に

関
す
る
記
録
か
あ
る
。 

又
、
元
八
王
子
側
で
は
、
坂
の
下
り
口
に
遊

女
街
が
あ
っ
た
か
ら
と
も
い
わ
れ
る
が
、
当

時
遊
女
を
太
夫
と
呼
ん
だ
記
録
は
無
い
。
現

在
太
夫
坂
は
陵
域
内
に
あ
り
、
フ
ェ
ン
ス
に
囲

ま
れ
て
廃
道
と
な
っ
て
い
る
。 

 

「
多
摩
の
あ
ゆ
み
」
第
五
号
に
羽
鳥
英

一
氏
著
書
の
「
八
王
子
付
近
の
戦
国
古
道
」

と
い
う
本
の
一
文
が
あ
る
。「
太
夫
坂
は
現

在
多
摩
御
陵
内
を
通
っ
て
い
る
の
で
通
行

は
で
き
な
い
が
、
谷
を
埋
、
山
を
切
り
約

二
ｍ
か
ら
三
ｍ
幅
の
整
然
と
し
た
道
で
、

坂
の
下
に
馬
頭
尊
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
。 

 

現
在
、
橋
は
無
く
な
り
対
岸
に
渡
る
事

も
出
来
ず
、
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
た
中
は
、

雑
草
や
雑
木
に
埋
も
れ
古
道
は
お
ろ
か
馬

頭
尊
さ
え
も
見
え
な
い
。 

      

神道墓 

馬 頭 尊 
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⑫
金か

な

糞く

そ

地
蔵 

高
尾
街
道
に
「
金
糞
地
蔵
」
が
北
向
き
に

鎮
座
し
て
い
る
。 

こ
の
金
糞
と
は
、
刀
を
造
る
時
に
鉄
鉱

石
や
砂
鉄
か
ら
良
質
な
鉄
を
摂
り
出
す
が
、

そ
の
と
き
に
不
純
物
が
混
じ
っ
た
鉄
も
出

る
。
良
質
鉄
の
下
に
澱
ん
だ
鉄
を
金
糞
（
く

ず
、
く
ず
て
つ
、
な
ま
こ
）
と
呼
ん
だ
。 

刀
鍛
冶
は
神
道
に
通
ず
る
た
め
、
名
刀

を
造
る
過
程
で
、
出
る
不
純
物
が
あ
ち
こ

ち
で
捨
て
ら
れ
る
の
は
「
神
様
の
罰
」
が

当
た
る
と
い
う
事
か
ら
、
廃
棄
の
場
所
を
決

め
て
、
そ
の
近
く
に
地
蔵
様
を
建
て
た
。
そ

の
供
養
地
蔵
の
こ
と
を
金
糞
地
蔵
と
い
う
。 

戦
中
戦
後
わ
が
国
で
鉄
が
不
足
し
て
い

た
頃
、
金
糞
を
拾
い
集
め
る
人
も
い
た
。 

と
こ
ろ
で
日
本
刀
に
縁
の
あ
る
言
葉
で
、

私
た
ち
が
普
段
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る

言
葉
が
沢
山
あ
る
。 

代
表
的
な
の
を
幾
つ
か
挙
げ
る
。
切
羽

つ
ま
る
、
鎬
を
削
る
、
土
壇
場
、
目
貫
通

り
、
快
刀
乱
麻
を
断
つ
、
鍔
ぜ
り
合
い
、

鞘
当
て
、
つ
け
焼
刃
な
ど
。 

                       

鎌倉古道 

庚 申 塔 金糞蔵尊 

城 山 川 



13 
 

⑬
鍛
冶
屋
敷
の
辺
り 

元
八
王
子
三
丁
目 

元
八
王
子
高
尾
街
道
の
「
宮
の
前
」
か

ら
東
へ
、
石
神
坂
、
四
谷
方
面
に
向
か
う

と
「
鍛
冶
屋
敷
」
の
バ
ス
停
が
あ
る
。
す

ぐ
先
に
は
高
速
自
動
車
道
路
が
通
る
。
か

つ
て
「
横
山
原
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
平
坦

な
台
地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
南
北
に
こ
の

自
動
車
道
路
が
両
断
し
て
い
る
。
住
宅
開

発
や
道
路
計
画
の
進
展
に
伴
っ
て
、
こ
の

辺
り
の
田
園
風
景
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
。 

今
で
は
八
幡
神
社
の
森
や
、
八
王
子
城

跡
の
山
頂
部
も
場
所
に
よ
り
見
え
な
く
な

っ
た
。
こ
の
辺
の
東
南
方
向
が
「
南
八
日

市
」
で
、
高
速
道
路
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
っ

て
東
北
方
向
の
辺
り
が
「
八
幡
宿
」
だ
っ

た
所
で
あ
る
。
こ
の
宿
の
北
側
、
山
沿
い

に
秋
葉
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
が
、
周
辺

に
「
総
構
え
」
と
称
す
る
土
手
が
一
部
残

っ
て
い
る
。
こ
こ
は
八
王
子
城
第
一
の
関

門
と
さ
れ
、
戦
略
上
の
要
地
だ
っ
た
様
子

が
う
か
が
わ
れ
る
。
尚
、
こ
の
「
横
山
、

八
日
市
、
八
幡
」
の
各
宿
名
が
、
落
城
と

共
に
三
宿
の
宿
替
え
と
な
り
、
現
在
の
市
街

地
の
町
名
に
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
全

国
的
に
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。 

さ
て
、
戦
国
期
の
城
下
町
の
一
角
に
、
鍛

冶
屋
敷
と
呼
ば
れ
た
刀
匠
の
町
が
栄
え
て
い

た
。
こ
の
場
所
は
「
鍛
冶
屋
敷
バ
ス
停
」
の
北

裏
通
り
一
帯
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近

く
に
は
「
市
史
蹟
武
蔵
太
郎
安
國
鍛
刀
之

地
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

武
州
「
下
原
鍛
冶
」
は
、
永
正
（
一
五

〇
四
）
か
ら
大
永
（
一
五
二
七
）
の
頃
、

周
重
と
名
の
る
刀
工
の
集
団
で
、
下
恩
方

町
の
字
下
原
や
、
横
川
町
（
下
原
）
、
元
八

王
子
町
の
字
鍛
冶
屋
敷
辺
に
居
住
し
、
天

正
四
年
（
一
五
七
六
）
に
は
北
条
氏
照
の

庇
護
を
う
け
て
い
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

一
族
は
代
々
山
本
性
を
名
乗
り
、
下
原

刀
の
伝
法
や
そ
の
技
術
を
門
外
不
出
と
し
、

著
名
な
刀
工
を
多
く
生
み
出
し
て
き
た
。 

「
下
原
住
」
の
銘
と
刀
工
名
を
刀
に
刻

み
、
武
用
刀
と
し
て
優
れ
た
刀
と
伝
え
て

い
る
。
一
門
の
中
で
「
安
国
」
は
、
水
戸

光
圀
の
槍
を
鍛
え
、
名
を
賜
っ
た
と
伝
わ

っ
て
い
る
。 

又
、
吉
宗
の
時
代
、
上
覧
鍛
冶
を
行
っ 

た
と
の
記
録
も
残
っ
て
い
る
。 

 
 

「
自
然
と
史
跡
の
探
訪
ガ
イ
ド
高
尾
駅
界
隈
」
よ
り 

              

       

鍛冶屋敷バス停 市史跡刀匠武蔵太郎
安國鍛刀之地 

刀 匠 
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⑭
あ
ご
な
し
地
蔵 

 

元
八
王
子
町
二
丁
目
の
高
尾
街
道
沿
い

で
は
、
変
わ
っ
た
名
を
持
つ
地
蔵
尊
を
い

く
つ
か
見
掛
け
る
。
「
金
糞
地
蔵
」
や
「
お

つ
い
で
地
蔵
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

そ
の
内
の
一
つ
に
、
「
あ
ご
な
し
地
蔵
」

と
呼
ば
れ
る
地
蔵
尊
が
あ
る
。
バ
ス
停
「
鍛

冶
屋
敷
前
」
の
近
く
に
立
つ
そ
の
地
蔵
尊

は
、
そ
の
名
に
反
し
て
あ
ご
は
き
ち
ん
と

付
い
て
い
る
。
お
参
り
す
る
と
歯
が
強
く

な
る
と
い
わ
れ
、
近
郷
近
在
か
ら
も
願
掛

け
に
く
る
と
い
う
。 

 
こ
の
地
蔵
さ
ま
は
、
地
蔵
尊
を
守
っ
て

い
る
山
本
家
の
先
祖
が
建
て
た
そ
う
だ
。

明
治
の
半
ば
頃
、
孫
の
歯
が
弱
い
こ
と
を

心
配
し
て
い
た
祖
父
の
夢
ま
く
ら
に
、
地

蔵
さ
ま
が
立
ち
「
私
を
祀
り
な
さ
い
、
そ

う
す
れ
ば
歯
が
強
く
な
る
」
と
告
げ
た
と
か
。 

 

そ
こ
で
祖
父
は
南
に
旅
に
出
て
、
三
日

後
に
夢
ま
く
ら
に
立
っ
た
の
と
そ
っ
く
り

の
一
体
の
地
蔵
さ
ま
を
見
つ
け
、
担
い
で

帰
っ
て
き
て
祀
っ
た
と
さ
れ
る
。 

 

元
々
は
、
自
分
の
子
ど
も
の
た
め
に
建

て
た
地
蔵
尊
だ
っ
た
が
、
や
が
て
歯
痛
で

困
っ
て
い
る
人
や
、
子
ど
も
の
歯
や
あ
ご

を
強
く
し
た
い
と
願
う
親
た
ち
も
お
参
り

に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
つ
し
か
「
あ

ご
な
し
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
そ
の
名
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
。 

                 

山本家の墓 武蔵太郎安國の墓 

あごなし地蔵尊の祠 あごなし地蔵尊 
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⑮
お
女
郎
塚
と 

お
さ
る
の
木 

 

滝
山
城
主
北
条
氏
照
は
、
こ
の
城
が
鉄

砲
の
攻
撃
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、

天
正
年
間
に
八
王
子
城
へ
の
移
転
を
決
行
し

た
。
こ
の
時
、
大
善
寺
、
極
楽
寺
な
ど
の
寺

院
や
滝
山
城
下
で
栄
え
た
横
山
、
八
日
市
、

八
幡
の
三
宿
も
共
に
元
八
王
子
に
移
っ
た
。 

 

現
在
の
元
八
王
子
町
二
丁
目
、
石
神
坂

を
登
っ
た
あ
た
り
が
横
山
原
と
い
い
、
八

王
子
城
下
横
山
宿
の
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

高
台
に
桜
の
巨
木
が
そ
び
え
て
い
た
が
、

そ
の
付
近
に
大
善
寺
、
極
楽
寺
の
両
寺
が 

あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
横

山
原
を
通
り
抜
け
る
道
路
の
南
側
に
「
お

女
郎
塚
」
と
呼
ば
れ
る
塚
が
あ
っ
た
。
二

～
三
坪
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
が
そ
の
名 

は
八
王
子
城
下
に
生
活
し
た
女
郎
た
ち
を

思
い
浮
か
ば
せ
る
。 

昭
和
初
期
の
新
聞
に
、
お
女
郎
塚
発
掘
記

事
が
載
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

天
正
の
昔
、
遊
女
と
武
士
の
恋
を
書
き

た
て
た
も
の
ら
し
い
が
、
そ
の
内
容
は
疑

わ
し
い
。
裏
宿
（
横
山
原
の
西
）
で
生
ま

れ
育
っ
た
と
い
う
古
老
も
、
発
掘
の
話
は

知
っ
て
い
た
が
、
塚
と
お
女
郎
た
ち
と
の

関
係
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
語
っ
た
。 

 

お
女
郎
塚
は
、
そ
の
上
を
覆
う
ル
ツ
ボ

草
の
球
根
が
松
露
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
「
お
松
露
塚
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
な

ま
っ
た
も
の
と
い
う
説
も
あ
る
。 

 

ま
た
、
桜
の
木
辺
り
に
塚
が
あ
り
、
里

人
は
こ
の
塚
を
「
傾
城
塚
」
又
は
「
お
女

郎
塚
」
と
呼
び
、
八
王
子
城
落
城
の
時
、

寄
手
が
逃
げ
遅
れ
た
遊
女
達
を
切
り
捨
て

た
の
で
、
哀
れ
に
思
い
供
養
の
た
め
に
造

っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。 

 

一
方
、
以
前
こ
の
場
所
を
発
掘
調
査
し

た
と
こ
ろ
石
器
や
土
器
が
た
く
さ
ん
出
土

し
、
辺
り
一
帯
は
石
器
時
代
の
包
蔵
地
で

あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
、
耕
作
の
じ
ゃ
ま
に

な
る
も
の
を
こ
こ
に
集
め
た
こ
と
か
ら
、

塚
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
い
い
、
そ
れ
が
城

山
話
に
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
。 

 

桜
の
木
は
昔
か
ら
「
お
さ
る
の
木
」
と 

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
多
分
そ
の
根

元
に
あ
る
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
十
月

銘
の
あ
る
庚
申
塔
か
ら
き
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

庚
申
塔
は
青
面
金
剛
像
で
、
合
掌
六
手

の
笠
付
日
月
一
鬼
三
猿
が
彫
ら
れ
て
い
る

像
高
四
〇
㎝
の
石
像
で
あ
る
。
隣
に
天
保

三
年
（
一
八
三
二
）
秋
葉
山
大
権
現
鎮
守

御
宝
前
、
中
郷
講
中
と
彫
ら
れ
た
火
袋
部

分
の
欠
陥
し
た
灯
籠
の
台
と
思
わ
れ
る
石

造
物
も
あ
る
。 

 

「
お
さ
る
の
木
」
の
北
側
は
、
急
に
地

盤
が
下
が
っ
て
い
て
、
こ
の
辺
は
「
道
場

根
」
と
い
う
字
名
が
あ
る
。
昔
、
剣
聖
の

神
宮
寺
伊
豆
守
が
、
こ
こ
に
道
場
を
開
い

て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。 

「
元
八
王
子
の
歴
史
散
歩
資
料
・
小
山
祐
三
著
」
よ
り 
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⑯
お
つ
い
で
地
蔵 

 
 

 
 

 
 

元
八
王
子
二
丁
目 

元
八
王
子
町
の
石
神
坂
南
側
歩
道
部
分

に
「
お
つ
い
で
地
蔵
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

石
神
坂
は
東
の
八
幡
宿
と
西
の
横
山
原
と

の
境
で
、
八
王
子
城
の
あ
っ
た
こ
ろ
坂
上

は
横
山
口
と
い
い
、
城
戸
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
。
む
か
し
は
石
神
坂
と
呼
ん
で
い
た
。 

一
説
に
よ
る
と
、
北
条
氏
の
重
臣
に
石
上

新
右
衛
門
道
善
の
屋
敷
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

祠
は
坂
の
下
の
旧
道
と
の
分
か
れ
道
の

所
に
あ
っ
た
が
、
現
在
地
に
は
平
成
十
九

年
（
二
〇
〇
七
）
九
月
に
移
転
し
た
。 

祠
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
地
蔵
は
、
元

禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
四
月
銘
の
あ
る
舟

型
立
像
で
、
像
高
八
三
㎝
、
八
幡
宿
念
仏

講
の
人
が
建
立
し
た
も
の
。
わ
ざ
わ
ざ
祈

願
に
こ
な
く
て
も
よ
く
、
ど
こ
か
へ
行
く

途
中
、
つ
い
で
に
お
参
り
祈
願
す
る
と
諸

願
成
就
す
る
と
い
う
変
わ
っ
た
地
蔵
と
い

わ
れ
て
い
る
。 

「
横
山
口
」
は
八
王
子
城
の
第
一
関
門
で

あ
っ
た
所
で
、
総
構
え
の
土
手
が
あ
っ
た
。 

古
戦
記
に
「
一
万
五
千
余
の
軍
兵
亥
の

刻
（
夜
中
の
二
時
）
横
山
に
到
り
黎
明
に

横
山
口
の
城
戸
を
破
る
と
い
え
ど
も
城
ま

で
は
遥
か
に
遠
き
ゆ
ゑ
こ
れ
を
知
ら
ず
守

兵
少
な
く
し
て
易
々
と
之
を
破
る
云
々
」

と
あ
る
。 

 

「
元
八
王
子
の
歴
史
散
歩
資
料
・
小
山
祐
三
著
」
よ
り 

                

おさるの木（桜の木） お女郎塚（傾城塚） 

おついで地蔵の祠 おついで地蔵 
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●
参
考
資
料 

・
武
蔵
名
所
図
会 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
八
王
子
郷
土
資
料
館
資
料 

・
元
八
王
子
の
歴
史
散
歩
資
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
山
祐
三
著 

・
自
然
と
史
跡
の
探
訪
ガ
イ
ド 

高
尾
駅
界
隈 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
事
典 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
図
説
・
歴
史
散
歩
事
典 

・
元
八
王
子
の
歴
史 

 
 

井
上
孝
太
郎
著 

・
植
物
で
見
る
万
葉
の
世
界 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社 

      

                   

石神坂バス停 


